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★ 先行企業、自治体、業界団体のプラスチックリサイクルの取り組みと今後の課題！ 
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輸送 

使用 

リサイクルの推進事例 
・プラスチック包装容器 
・プラスチックキャップ 
・ラベル台紙 
・ボトル、トレー 
・家電 
・自動車 

ケミカル／マテリアルリサイクル技術 
・熱分解法による化学原料化 
・マイクロ波加熱によるプラスチック分解 
・ケミカルリサイクルに向けた触媒技術 
・酵素を用いたモノマー化 
・可逆的共有結合を活用した解架橋、解重合 
・マテリアルリサイクルに向けた 
  選別、異物除去、脱臭技術 

再生プラスチックの物性改善と品質管理 
・リサイクル向け添加剤の配合による 

 熱安定性、力学特性向上 
・押出機による力学特性の再生技術 
・AI技術を活用した再生材の成形品品質の安定化 
・リサイクル樹脂を用いたコンパウンド技術 
・再生プラスチックの品質評価 

国内外の規制・戦略動向、 
 リサイクル技術の開発トレンド 
・欧州のリサイクル推進に向けた法制化動向 
・各国の廃プラスチックの輸入規制動向 
・日本のプラスチック資源循環法の概要と補助事業 
・リサイクル技術の現状、課題と2030年の世界標準 
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2節 マテリアルリサイクル向け添加剤の種類、特徴と使い方 
3節 リサイクル樹脂添加剤による 
   加工熱安定性の向上と機能付加 
4節 EVA系改質材を用いた複合プラスチックリサイクル 
5節 高機能押出機によるリサイクルプラスチック押出技術 
6節 廃棄プラスチックの高度物性再生技術 
7節 成形プロセス条件を最適化する 
  AI技術を活用した再生材の成形品品質の安定化 
8節 リサイクル樹脂を用いたコンパウンド技術とその特性 
9節 精密熱分解による 
 末端反応性ポリプロピレンの設計とその特徴、応用 
10節 高再生材率難燃ポリカーボネイトの開発事例 
11節 再生プラスチックのアップグレードリサイクル技術 
12節 医療機器向けアップサイクル樹脂による 
       循環型経済への貢献 
13節 炭素繊維強化プラスチックリサイクル技術とその動向 
14節 再生ポリプロピレン材料の耐候性評価 
15節 リサイクルプラスチックの使用で生じる 
       トラブル原因の分析 
 
第5章 リサイクル可能な高分子材料の開発 
1節 ケミカルリサイクルを目指した易分解性高分子の開発 
2節 使用後に肥料に変換できる高分子材料の設計 
3節 酸化分解性高分子材料の設計と期待される応用 
4節 高酸価バイオマスアクリル樹脂の特性と 
   脱墨インキ用バインダー樹脂への応用 
5節 光可逆性接着剤による自在な接脱着 
6節 刺激応答性プライマーによる接着界面の接着／解体制御 
7節 リサイクル可能な熱可塑性複合材料による 

熱硬化樹脂の代替 
 
第6章 プラスチックリサイクルの推進とその評価 
1節 プラスチック製品・包装容器における 
    環境対応と回収システムの構築 
2節 日用品パウチの推進とリサイクル 
3節 複合フィルムのマテリアルリサイクル 
4節 食品容器の「トレーtoトレー」 

＆「ボトルto透明容器」の資源循環型リサイクル 
5節 プラスチックキャップの 
  水平リサイクルに向けた取り組み 
6節 PET合成紙製ラベル台紙の 
  水平リサイクル「資源循環プロジェクト」 
7節 家電におけるプラスチックの 
  高度選別技術と自己循環リサイクル 
8節 自動車における 
  プラスチックリサイクルの現状、課題と対応 
9節 仙台市のプラスチック資源循環に向けた取り組み 
10節 廃棄物リサイクル事業の経済性評価 

第１章 プラスチックリサイクルの規制と技術動向 
1節 各国の再生プラスチック利用促進対策と 

化学メーカーへの期待 
2節 軟包装を巡る国内外のリサイクル促進の法制化と 

リサイクル手法の開発動向 
3節 プラスチック資源循環法の概要と最新の動向 
4節 諸外国における廃プラスチックの輸入規制動向と 

今後の展望 
5節 欧州におけるプラスチックリサイクルの技術動向 
6節 国内外における廃プラスチックのリサイクル技術と 

その事業動向 
 
第２章 プラスチックのケミカルリサイクル技術 
1節 熱分解法によるプラスチックの化学原料化 
2節 マイクロ波プロセスによる 
  廃棄プラスチックのケミカルリサイクル 
3節 高温水を用いた廃プラスチックからの固体/気体燃料製造 
4節 流動床技術を活用した 
  使用済みプラスチックのケミカルリサイクル 
5節 リアクティブプロセッシングによる 

精密ケミカルリサイクル 
6節 触媒を使用した廃プラスチック油化技術 
7節 ゼオライト触媒を用いたケミカルリサイクル技術 
8節 可逆的な共有結合を活用した 
   高分子の解架橋、解重合とその応用 
9節 PETのケミカルリサイクル技術 
10節 ナイロン加水分解酵素群の遺伝子・酵素学的研究の 

進展と効率的な酵素的モノマー化への展開 
11節 廃ポリエステル繊維のケミカルリサイクル 
 
第3章 プラスチックのマテリアルリサイクル技術 
1節 使用済プラスチックの 
  マテリアルリサイクルプロセスとその装置 
2節 廃プラスチックの識別、選別技術 
3節 分光技術による廃棄プラスチックの選別 
4節 静電選別による廃プラスチックの選別 
5節 AI画像認識を用いた廃プラスチック高度選別 
6節 溶剤分別法と機器分析を組み合わせた 
     廃プラスチックの組成分析 
7節 プラスチックリサイクルプロセスにおける濾過･造粒技術 
8節 架橋ポリオレフィンの再資源化技術と応用例 
9節 繊維強化プラスチックのリサイクル技術 
10節 高分子微粒子を鍵とした 
   高分子材料のマテリアルリサイクル 
 
第4章 再生プラスチックの物性改善と品質評価 
1節 添加剤による樹脂の長寿命化と 
   マテリアルリサイクル向け添加剤の開発 


